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佐
井
村
村
民
憲
章

｝
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識

心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明

る
く
楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
四
育

つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

人

の

声

の

す

る

村

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

十
一
月
七
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー

で
、
村
内
各
種
団
体
か
ら
一
五
〇

人
が
参
加
し
、
む
ら
お
こ
し
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
指
田
志
恵
子

さ
ん
の
基
調
講
演
「
過
疎
を
逆
手

に
と
る
」
、
岩
手
県
国
有
林
材
生

協
連
合
会
常
務
理
事
の
山
田
徹
治

さ
ん
の
調
査
報
告
「
遠
野
市
の
ま

ち
お
こ
し
実
例
」
に
引
き
続
き
、

づ
不
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
を
始
め
、

当
村
が
抱
え
る
問
題
、
課
題
等
が

熱
心ヽ
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

匸

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
内
容
は
、

特
集
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
）

▲

主

な

内

容

▼

２

選
挙
の
お
し
ら
せ

３
～
４

街
の
話
題

已

失
越
願
掛
岩
㈲

６
～
フ

教
育
だ
よ
り

Ｂ
～
Ｏ
）

社
会
教
育
だ
よ
り

１０
～
竹

保
健
婦
だ
よ
り

蝗
～
諂

交
母
だ
よ
り

伺

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

巧

歳
時
記

悃

戸
籍
の
窓
口



村

長

選

挙

十

二
月
二
十

一
日
㈲

投
票
（
告
示
日

十
二
月
十
六
日
次
）

あ な た の 一 票 を 村 政 に

ょく聞いて・よく考えて・明るい選挙

来
年
一
月
十
五
日
任
期
満
了
と

な
る
村
長
選
挙
は
、
今
年
十
二
月

二
十
一
日
㈲
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

次
の
点
に
注
意
し
、
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

投

票

で

き

る

人

●
住
所
要
件

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
五
日
以

前
の
住
民
票
作
成
ま
た
は
、
転
入

届
に
か
か
か
る
者
。

一

年
齢
要
件

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
二

日
以
前
の
出
生
者
。

不

在

者

投

票

剛
投
票
当
日
、
次
の
理
由
に
よ
り

自
ら
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
告
示
日

（
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
投
票
日

の
前
日
（
十
二
月
二
十
日
）
ま
で

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
の
間
に
、
村
選
挙
管
理
委

貝
会
へ
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

一

佐
井
村
の
区
域
外
に
お
い

て
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

中
で
あ
る
場
合
。

・
や
む
を
得
な
い
用
事
や
事

故
ま
た
は
旅
行
中
の
場
合
。

閇
出
稼
ぎ
中
の
人
は
、
出
稼
ぎ
地

か
ら
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
不

在
者
投
票
を
請
求
し
て
、
出
稼
ぎ

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で

き
ま
す
。

な
お
、
投
票
用
紙
及
び
投
票
用

封
筒
の
発
送
に
つ
い
て
は
、
直
ち

に
（
選
挙
の
期
日
の
告
示
日
前
に

請
求
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
告
示
の
日
前
に
お
い
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
定
め
る
日
「
十

二
月
十
四
日
以
後
」
）
発
送
い
た

し
ま
す
が
、
出
稼
ぎ
地
で
の
投
票

は
、
告
示
の
日
「
十
二
月
十
六
日
」

以
後
と
な
り
ま
す
。

圓
不
在
者
投
票
で
き
る
病
院
に
入

院
中
の
人
は
、
病
院
で
投
票
で
き

ま
す
。

院
長
に
申
し
出
る
と
、
院
長
が

本
人
に
代
っ
て
請
求
の
手
続
き
を

取
っ
て
く
れ
ま
す
。

投
票

場
所
及

び
投
票
時

間

投
票
当
日
の
投
票
場
所
及
び
投

票
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
か

ら
間
違
わ
な
い
よ
う
投
票
し
ま
し

圜投票場所及び投票時間

投 票 区 投 票 所 投 票 時 間

九 大佐井 青年研修所 午前フ時から午後６時まで

２．古佐井 靂ｌ業石刑｜噐セン
ター

刀

刪 原 田 原田 集会所 ノノ

４．川 目 川目地区生活改善センター 刀

已 失 越 矢越地区生活改善センター 刀

已 饑 谷 磯谷 集会所 ノノ

フ．長 後 長後地区生活改善センター 午前フ時から午後已時まで

Ｂ．福 浦 福浦地区生活改善センター 刀

９．牛 滝 牛麾集 会所 刀

■開票所及び開票時間

開 票 所 開 票 時肩

佐井村振興センター（総合研修室） 午後フ時がら



十
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
二

日
間
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
村
の
産
業
を
一
堂
に
会
し

た
、
第
三
回
佐
井
村
物
産
展
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
林
水
産
物
共
進
会

農
林
水
産
物
即
売
会
、
商
工
展
、

生
活
改
善
、
お
米
展
、
健
康
展
、

森
林
展
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
、
電
力
展
な

ど
や
、
催
し
物
の
コ
ー
ナ
ー
も
開

設
さ
れ
、
午
前
九
時
の
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
あ
と
、
訪
れ
た
人
た
ち
で

会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
農
林
水
産
物
や
商

工
品
の
即
売
が
行
わ
れ
、
両
手
い

つ
ぱ
い
に
買
い
物
を
す
る
人
や
、

も
ち
つ
き
の
実
演
会
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
姿
も
目
に
つ
き
、
威
勢

の
よ
い
か
け
声
や
笑
い
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

一
方
、
農
林
水
産
物
共
進
会
に

は
、
こ
の
一
年
間
に
み
な
さ
ん
が

苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た
産
品
が
二

三
一
品
あ
ま
り
出
品
さ
れ
、
県
知

事
賞
な
ど
五
十
品
目
に
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▲共 進 会 ▲テ ープカット

▲もちつき ▲料理実演

ニシキザケ水揚げ

ｎ 月５日、矢越の沖合にかけていた

川畑寅吉さんら共有の定置網に、黄金

色に輝くサケが一匹入り、浜の話題に

なっています。

黄金色のサケは、体長が７０センチ、

重さ ２．８キロの雌。突然変異で色素が

なくなったサケらしく、百万匹に１匹

の確率といわれています。

この珍しいサケは、県内水面水産試

験場へ送られ、標本として長く保存さ

れることになりました。

物

産

展

入

賞

者

農
産

物

〈
水

陸

稲
〉

玄

米

一

等

高

橋

ク
リ

三

等

佐

賀
徳

雄

も

み

二

等

藤

田

貞
雄

稲

株

二

等

坪

谷
正

道

二

等

藤

田

貞
雄

三

等

磯

川
粕

蔵

三

等

佐

藤
サ
キ
Ｉ

三

等

佐

賀
徳

雄

三

等

萬

谷

雅
之

〈
雑

穀

〉

小

豆

一

等
一

黒

沢

ツ
ェ

二

等

福
田

た
つ

三

等

竹
本

な

る

い
ん
げ
ん

三

等

太
田

誠
三

三

等

佐

藤
く

に

三

等

佐

藤

清
市

〈
野

菜

〉

ば
れ
い
し
よ

一
等

上

山
妙

子

二

等

川

谷

は

る

三

等

加

藤

り

よ

パ
グ
チ
ず

二

等

川

谷

は

る

ユ

リ

根

二

等

佐

藤
キ

ミ

大

根

二

等

上

山
妙

子

長

い
も

二

等

工

藤
昌

子

ね

ぎ

三

等

福

田

た

つ

ほ
っ
れ
ふ
早

三

等

加

藤

祥
子

人

参

三

等

上

山

妙
子

か
ぼ
ち
や

三

等

上

山

妙
子

春

菊

三

等

加

藤

り
よ

赤

か

ぶ

三

等

加

藤

梯

子

水
産

物

〈
乾

物

〉

秀

元

ふ

一

等

川
畑

清

江

三

等

館

脇
哲

夫

三

等

館

脇
博
二

わ
か

め

三

等

館

脇
敏

雄

ひ
じ

き

二

等

館

脇
昌

子

天

草

三

等

館

脇
敏

雄

〈
加

エ

〉

も

ず
く

三

等

館

脇

敏
雄

塩
わ
か
め

二

等

福

里

葱

〈
そ

の
他

〉

漁

具

山
本

悛
広

加
工
製
品

佐
井

村

漁
協

生

活

改
善

〈
食

品

〉

黠

鰐

。

一

等
七

加

藤

悌
子

ナ
釧

肘

二

等

和

田

ス

ゲ

二

等

矢
筐

協
苧
兪

水

ブ
キ

三

等

川

谷
（

ル

ほ

え
ふ
淬

三

等

工

藤
ア

サ

バ

ド

い

三

等

詣

儂

婦
人
部

雜

訂

。

三

等

石

沢
ふ
っ
よ

鮭
９
峯
子

三

等

迄

譫

婦
人
部

丿
謔

氈

三

等

在

菰

譟

人
部

林

産

物

〈
食

品
〉

し
い
だ
け

二

等

紀

伊
光

一

三

等

和

田

功

三

等

高

橋

ク
リ

な

め
こ

二

等

和

田

功

、
い
購

木

三

等

高

橋
利

幸



今
後
も
一
層
の
活
躍
を

‐
佐
井
村
表
彰
式
典

十
一
月
三
日
、
村
振
興
セ
ン
タ

ー
で
、
昭
和
六
十
一
年
度
佐
井
村

表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
村
の
各
分
野

に
尽
く
し
て
き
た
功
労
者
六
名
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
労

を
た
た
え
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
村
教
育

委
員
長
の
竹
内
勇
吉
さ
ん
か
ら
謝

辞
か
お
り
、
今
後
も
一
層
の
活
躍

を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老

人

家

庭

看

護

講

習

会

日
赤
奉
仕
団
と
佐
井
村
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
十
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日
間

に
わ
た
り
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
日
赤
県
支
部
の
和
久
指
導
講

師
を
迎
え
て
、
老
人
家
庭
看
護
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
日
間
で
三
十
二
名
の
婦
人
が

参
加
、
熱
心
に
指
導
す
る
講
師
の

話
に
耳
を
傾
け
、
ベ
ッ
ド
を
使
っ

た
実
技
な
ど
に
汗
を
流
し
な
が
ら

受
講
し
ま
し
た
。

交

通

事

故

の

な

い

村

を

こ
の
ほ
ど
、
青
森
県
市
町
村
職

員
年
金
者
連
盟
む
つ
下
北
支
部
（

小
野
寺
儀
藏
支
部
長
他
三
六
六
名
）

で
は
、
支
部
の
福
祉
事
業
の
一
環

と
し
て
、
佐
井
村
の
交
通
安
全
推

進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
を
こ
め
て
、
死
亡
事
故
死
○
の

日
二
〇
〇
〇
日
目
標
の
大
看
板
と

交
通
情
報
看
板
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
支
部
で
は
、
昨
年
山
村
広
場

に
ナ
ナ
カ
マ
ド
と
シ
ラ
カ
バ
を
記

念
植
樹
す
る
な
ど
、
毎
年
む
つ
下

北
各
市
町
村
の
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
地
方
自
治
功
労
者

竹 内 勇 吉

●
消
防
防
災
功
労
者

島 野 利 勝

●
納
税
功
労
者

宮 野 正 治

●
民
生
安
定
保
健
衛
生

功
労
者

三 戸 長 蔵 高 久 ゑ よ 渡 辺 み な

▲役場に取りつ けられた看板 ▲寄贈した小 野寺支部長

海保長官から感謝状

一加賀秀雄さんー

灯
台
記
念
日
の
十
一

月
一
日
、
む
つ
航
路
標

識
事
務
所
は
、
灯
台
看

守
補
助
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
貢
献
し
か
労
を
た
た
え
、

海
上
保
安
庁
長
官
か
ら
の
感
謝
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。

加
賀
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年

三
月
、
自
宅
裹
の
佐
井
港
第
二
防

波
堤
に
灯
台
が
設
置
さ
れ
る
と
同

時
に
、
こ
の
看
守
補
助
員
役
を
引

き
受
け
、
海
の
安
全
の
た
め
に
目

を
光
ら
せ
て
き
た
も
の
で
す
。



矢

越

嶋

か

ら

願

掛

岩

へ

本
稿
の
第
九
回
で
述
べ
た
よ
う

に
、
男
・
女
矢
越
嶋
と
い
わ
れ
て

い
た
も
の
が
、
享
保
初
期
（
一
七

一
六
）に
、
集
落
が
で
き
始
め
て
、

「
矢
越
」
は
そ
の
呼
び
名
と
な
っ

て
変
っ
た
。

同
じ
固
有
名
詞
が
、
す
ぐ
近
く

に
も
う

Ｉ
ヶ
所
あ
れ
ば
、
住
民
は

混
乱
す
る
こ
と
が
多
い
。

矢
越
嶋
は
、
い
つ
し
か
「
ガ
ン

ヵ
ヶ
」
と
い
わ
れ
て
、
定
着
す
る
。

ガ

ン

カ

ケ

の

意

義

人
間
は
神
を
求
め
、
そ
れ
を
祀

る
動
物
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
神
は
常
に
「
上
」
（
か

み
）
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

神
は
無
限
、
人
間
は
有
限
。

神
は
絶
対
、
人
間
は
相
対
。

神
は
常
に
上
方
高
所
か
ら
、
人
間

を
照
覧
す
る
存
在
で
あ
る
と
す
る
。

人
間
の
体
毛
を
、
毛
・
ひ
げ
・
眉

毛
な
ど
と
い
う
が
、
頭
の
も
の
だ

け
「
髪
」
（
か
み
）
と
呼
ぶ
。
髪

は
上
（
か
み
）
に
あ
る
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

佐
井
村
各
地
区
の
、
神
社
の
位

置
は
、
福
浦
稲
荷
宮
を
の
ぞ
き
、

み
な
人
間
の
住
居
ラ
イ
ン
か
ら
、

数
段
の
高
台
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
と
は
上
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
福
浦
に
し
て
も
、
藩
政
時

代
の
「
伊
勢
堂
」
、
ま
た
「
高
山

稲
荷
≒
え
び
す
堂
」
な
ど
の
、
小

さ
い
も
の
は
皆
高
台
に
あ
る
。
稲

荷
宮
に
し
て
も
、
大
き
な
敷
地
と

す
る
所
が
、
高
台
に
な
い
の
で
、

止
む
な
く
住
居
ラ
イ
ン
と
同
じ
に

建
て
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

宗

教

心

と

願

掛

矢
越
の
人
々
は
、
古
く
か
ら
「

ガ
ン
カ
ケ
」「
ガ
ン
カ
ゲ
」
と
発
音

す
る
。

佐
井
村
で
は
、
崖
状
の
も
の
を

古
く
は
、
「
ガ
ン
ケ
」「
ガ
ゲ
」
と

崖
の
な
ま
り
で
あ
る
。
ガ
ン
カ

ケ
は
、
単
に
崖
を
指
し
意
味
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
神
に
願
掛
す
る

と
い
う
宗
教
心
が
濃
二
畏
打
ち
さ

れ
、
特
別
な
固
有
名
詞
と
し
て
定

着
し
た
。

ガ
ン
カ
ケ
は
、
一
見
し
て
人
々

に
厳
し
ゅ
く
な
崇
高
感
を
抱
か
せ

る
。
神
の
存
在
が
考
え
ら
れ
、
祭

祀
場
と
し
て
は
、
恰
好
な
所
で
あ

る
。

こ
こ
に
初
め
、
木
下
氏
の

稲
荷
宮
が
、
そ
し
て
八
幡
宮
が
祀

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

八
幡
宮
昧

佐
井
价
概
歙
八
幡

宮
の
分
社
で
、
宝
暦
二
年
（
一
七

五
二
）
創
建
と
い
わ
れ
る
。

元
治
元
年

二

八
六
四
）
に
再

修
復
。
明
治
四
十
年
上
棟
し
、
明

治
四
十
一
年
落
慶
。
川
内
村
（
現

町
）
熊
谷
長
兵
衛
が
、
工
費
壱
千

円
で
建
立
。
当
時
は
、
館
脇
末
吉

／
館
脇
繁
松
／
工
藤
弥
十
郎
／
宮

川
徳
松
／
中
村
ま
る
／
館
脇
春
松

／
田
中
末
蔵
／
中
村
兼
松
／
宮
木

卯
三
郎
／
館
脇
權
太
郎
／
木
下
初

之
助
／
宮
沢
べ
ん
／
川
畑
安
太
郎

の
十
三
戸
で
あ
り
、
共
同
ま
ぐ
ろ

大
謀
網
を
営
ん
で
い
た
。
「
矢
越

ま
ぐ
ろ
大
網
ば
や
し
」
は
、
こ
の

時
の
作
業
唄
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
か
ら
、
四
十
年

ご
ろ
に
か
け
て
、
下
北
半
島
各
沿

岸
は
、
ま
ぐ
ろ
大
漁
で
湧
き
か
え

っ
だ
。

わ
ず
か
十
三
戸
で
、
現
在
み
ら

れ
る
立
派
な
神
社
を
創
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
外
部
か
ら
の
寄
付
金

も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
地
元
に
相
当

の
経
済
力
が
な
い
と
、
至
難
の
事

業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
う
な
れ
ば
、
矢
越
神
社
は
、

ま
ぐ
ろ
御
殿
な
ら
ぬ
「
ま
ぐ
ろ
神

社
」
で
あ
ろ
う
。

長
後
稲
荷
神
社
は
、
矢
越
八
幡

宮
新
築
の
は
じ
ま
っ
た
明
治
四
十

年
旧
十
二
月
三
十
一
日
の
「
年
取

り
」
の
夕
方
、
突
然
燃
え
上
り
、

村
中
は
騒
然
と
な
っ
た
。
下
か
ら

バ
ケ
ツ
で
リ
レ
ー
式
に
水
を
送
り
、

消
火
に
努
め
た
が
、
術
が
な
か
っ

た
。直

ち
に
、
大
坂
嘉
十
郎
／
大
石

丹
十
郎
／
滝
本
末
太
郎
／
島
野
善

作
／
が
委
員
と
な
り
、
再
建
募
金

が
は
し
ま
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
の
矢
越
寄
付
者

は
、
一
金
五
円

矢
越
大
謀
を
筆

頭
と
し
て
、

館
脇
繁
松
／
館
脇
王
吉
／
宮
川

徳
松
／
館
脇
春
松
／
中
村
兼
松
／

宮
木
卯
三
郎
／
館
脇
權
太
郎
／
館

脇
市
太
郎
／
川
畑
安
太
郎
／
工
藤

勘
次
郎
／
木
下
兼
松
／
宮
沢
岩
松

／
館
脇
末
吉
／
中
村
與
太
郎
／
工

藤
弥
十
郎
／
宮
川
福
松
／
木
下
初

之
助
／
宮
川
時
次
郎
／
木
下
清
吉

／
宮
川
福
太
郎
／
坂
田
長
蔵
／
館

脇
初
太
郎
／
鹿
嶋
米
八
／
中
村
正

太
郎
／
館
脇
与
太
郎
／
中
村
菊
太

郎
／
川
畑
時
太
郎

の
計
二
十
六

名
で
あ
る
。

こ
の
外
に
、
御
灯
明
矢
越
と
し

て
、
館
脇
初
太
郎
／
館
脇
春
松
／

宮
川
徳
松
／
若
女
一
同
／
矢
越
村

中
／
宮
川
福
太
郎
／
工
藤
十
郎
／

中
村
兼
松
／
若
者
連
中
／
川
畑
安

太
郎
／
館
脇
繁
松
／
館
脇
玉
五
郎

の
、
計
十
二
名
が
み
ら
れ
る
。

（
次
号
へ
続
く
）



教
育
だ
よ
う

信

長

か
・
秀

吉

か
・
家

康

か

牛
滝
小
・
中
学
校
長
野

崎

一

郎

＝
（

イ
。
お
母
さ
ん
、
今
日
の
テ

ス
ト
だ
よ
。
＝

①
「
な
に
、
Ｏ
点
、
こ
ん
な
点
を

と
っ
て
く
る
子
は
兄
弟
、
親
戚

中
見
回
し
て
も
ひ
と
り
も
い
な

い
。
お
前
の
よ
う
な
子
は
死
ん

で
し
ま
え
ご

②
「
な
に
、
Ｏ
点
、
さ
あ
、
今
日

か
ら
は
毎
日
十
二
時
ま
で
勉
強

だ
。
テ
レ
ビ
も
禁
止
。
さ
あ
、

す
ぐ
勉
強
、
勉
強
ご

③
「
な
に
、
Ｏ
点
、
今
度
は
が
ん

ば
っ
て
三
十
点
ぐ
ら
い
と
っ
て

こ
い
ご

信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
い
う
と
戦

国
時
代
を
代
表
す
る
武
将
で
す
が

①
は
、
信
長
型
の
お
母
さ
ん
。

②
は
、
秀
吉
型
の
お
母
さ
ん
。

③
は
、
家
康
型
の
お
母
さ
ん
。

と
い
う
こ
と
を
数
年
前
何
か
で
み

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、三
人
の
武
将
の
性
格
、

信
長
は
「
鳴
か
ざ
れ
ば
殺
し
て
し

ま
え
ホ
ト
ト
ギ
ス
ご

秀
吉
は
「
…
…
…
鳴
か
せ
て
み
よ

う
ホ
ト
ト
ギ
ス
ご

家
康
は
「
…
…
…
鳴
く
ま
で
待
と

う
ホ
ト
ト
ギ
ス
ご

と
、
う
た
っ
た
こ
と
か
ら
と
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら

お
母
さ
ん
た
ち
は
何
と
言
う
で
し

ょ
う
。
誰
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
誰
に
な
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
い

の
で
し
ょ
う
。

う
ま
く
子
育
て
で
き
な
か
っ
た
私

は
大
き
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で

す
が
、
私
は
欲
で
す
が
三
人
の
ど

の
武
将
に
も
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

あ
る
時
は
信
長
に
な
り
、
あ
る
時

は
秀
吉
に
な
り
、
あ
る
時
は
家
康

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
子
ど
も
に
も
感
情
が

あ
り
ま
す
。
健
康
状
態
の
優
れ
な

い
時
も
あ
り
ま
す
。

だ
が
、
親
は
子
ど
も
の
心
を
い
ち

早
く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

自
分
の
子
で
す
。
自
分
が
何
年
も

育
て
た
子
で
す
。
子
ど
も
の
気
心

は
知
っ
て
い
る
筈
で
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
は
今
、
信
長
に

な
る
べ
き
か
、
秀
吉
に
な
る
べ
き

か
、
家
康
に
な
る
べ
き
か
、
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

自
分
は
信
長
が
好
き
だ
か
ら
、

ま
た
秀
吉
、
家
康
が
好
き
だ
か
ら

一
生
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
で
は

子
ど
も
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夕
べ
夫
婦
喧
嘩
し
た
の
で

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句
加
賀
亀
水
重

今
日
見
舞
銀
杏
し
き
り
に
落
葉
す

雨
毎
に
冴
え
ゆ
く
紅
葉
友
の
庭

立
冬
の
波
の
高
さ
や
鳥
み
だ
れ

菊
池

み
や

い
つ
の
間
か
秋
思
の
歩
み
野
路
も

過
ぎ

初
時
雨
旅
に
し
あ
れ
ば
師
の
傘
へ

し
ぐ
る
る
や
命
限
り
の
七
面
鳥

西
谷

豊
彦

磯
舟
に
大
根
子
さ
れ
ｍ

ぐ
日
無
し

引
き
潮
の
砂
に
吸
い
込
む
寒
の
月

舟
の
骸
風
化
の
ま
ま
に
秋
暮
る
る

刈
り
終
え
し
畑
の
隅
や
菊
残
り

中
谷
サ
ツ
ヱ

掌
に
取
れ
ば
檣
行
の
香
に
包
ま
れ

る枯
れ
ゆ
き
で
尚
花
宿
す
は
こ
べ
草

バ
ラ
椿
雪
囲
い
し
て
発
ち
に
け
り

木
の
葉
散
り
隴
な
る
家
の
傍
に
見

ゆ

上
山

実

秋
深
し
鏡
の
中
に
疲
れ
お
り

牛
の
子
と
別
れ
る
時
や
徑
渡
る

放
牧
の
牛
の
太
り
や
北
の
秋

サ
ル
ビ
ヤ
の
色
を
つ
く
し
て
吹
か

れ
お
り

ま
た
つ
廃
屋
と
な
り
残
る
虫

羽
音
し
て
雉
子
飛
び
立
つ
や
山
枯

る
る

木
村
さ
ち
子

い
つ
と
な
く
細
ま
り
ゆ
け
り
虫
の

声行
く
秋
や
広
が
り
丸
ま
り
子
等
馳

け
る

菊
の
香
や
荒
れ
し
㈲
の
和
み
ゆ
く

冬
近
し
母
の
手
縫
の
は
ん
て
ん
着

〈
郷
土
芸
能
大
会
〉
川
岸
キ
ョ
子

ヤ
ノ
衆
の
南
部
じ
よ
ん
か
ら
嘆
き

唄雁
渡
る
腕
で
踊
る
捩
子
節

秋
の
庭
珊
瑚
の
色
に
冷
え
染
ま
り

一
途
な
る
子
供
神
楽
や
花
数
多

浜
中

よ
ん

庭
の
菊
供
え
い
ま
亡
き
母
の
顔

秋
晴
や
フ
ト
ン
干
し
つ
つ
雲
眺
め

直
己
見
て
眠
れ
ぬ
長
さ
秋
の
夜

三
上

敏

集
落
の
潮
路
は
る
か
に
秋
深
し

野
路
菊
の
一
む
ら
咲
け
る
谷
の
間

枯
れ
て
い
て
撫
子
ひ
と
花
と
ど
め

咲
き

山
杉
の
延
び
極
ま
り
で
嶺
は
秋

黄
落
の
道
を
歩
め
ば
過
疎
の
村

（
遠
野
市
よ
り
）
泉
田
タ
ツ
子

冷
や
か
な
西
陽
傾
く
山
の
膵



今
日
は
信
長
に
変
身
、
ま
た
、
い

い
こ
と
楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
今
日
は
家
康
に
変
身
で
は
あ
ま

り
に
自
分
勝
手
・
自
分
本
位
で
す
。

こ
れ
で
は
子
ど
も
が
可
哀
想
で
す
。

い
つ
も
子
ど
も
の
側
に
た
ち
、
子

ど
も
の
心
を
と
ら
え
、
三
人
の
武

将
に
変
身
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
の
で
す
。

時
に
は
叱
咤
激
励
し
、
時
に
は
や

さ
し
く
包
容
し
、
親
子
の
絆
を
し

っ
か
り
保
ち
、
互
い
に
信
頼
し
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
お

お
ら
か
に
よ
り
よ
く
育
つ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
、

非
行
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
い
ち
ば

ん
身
近
か
に
い
る
自
分
の
子
ど
も

を
し
っ
か
り
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。

今
、
子
ど
も
は
何
を
考
え
て
い
る

の
か
。

子
ど
も
の
心
境
は
、

そ
し
て
、
自
分
は
今
、
何
を
子
ど

も
に
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
心
を
と
ら
え
、
常
に

優
れ
た
戦
国
の
三
人
の
武
将
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。

俳

句

と

短

歌

と
の

出

合
い

川

岸

キ
ョ
子

そ
も
そ
も
俳
句
短
歌
と
い
う
も

の
は
、
頭
脳
明
晰
な
人
が
や
る
も

の
と
、
決
め
つ
け
て
い
た
私
は
、

万
葉
集
等
と
も
縁
も
関
心
も
な
く

子
供
を
育
て
る
生
活
に
追
わ
れ
る

毎
日
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
女
流
歌
人

馬
場
あ
き
子
さ
ん
の

さ
く
ら
花
幾
春
か
け
て
老
い
行

か
ん
身
に
水
流
の
音
ひ
び
く
な

の
歌
に
出
合
っ
た
時
、
何
と
美
し

い
言
葉
だ
ろ
う
と
、
老
境
に
入
り

つ
つ
あ
る
自
分
に
気
付
き
感
動
し

た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
大
石
先
生
の
お
勧

め
で
何
人
か
の
人
と
一
緒
に
、
基

礎
か
ら
一
歩
一
歩
噛
ん
で
含
め
る

よ
う
に
、
御
指
導
を
い
た
だ
き
努

力
し
て
い
ま
す
。

定
型
詩
の
韻
律
の
効
果
、
作
者

の
投
影
な
ど
、
誰
で
も
出
来
る
と

い
う
こ
と
と
、
老
後
に
自
作
の
も

の
を
味
わ
え
る
楽
し
み
も
あ
り
ま

す
。柮

い
作
品
で
、
満
足
す
る
も
の

は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
の

奥
深
く
に
何
か
し
ら
、
仄
ぼ
の
と

残
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

仲
間
か
多
く
な
れ
ば
幸
い
で
す

が
、
許
さ
れ
る
な
ら
ば
長
く
続
け

て
見
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

てんめい天 明 ４ 年 の

き きん
大 飢 饉

三 浦 啓 郎 氏 の
「 お ろ お ろ 草 紙 」

天明期の飢饉（ヶカジ）

は ７年 も続き、八戸領の人

口６万 のうち、３万 ３千 人

が飢死。 人肉を食う地獄が

いたる所にみられた。「おろ

おろ草紙」は、その史実 を

もとにし た歴史小説。飽食

の時代 に、一度読んでお く

べ き物 語り。

中央公民館

孫
共
に
野
菊
乱
れ
る
土
手
に
佇
右

秋
鵑
の
遠
野
め
ぐ
り
は
夫
と
連
れ

礼
装
の
衿
足
覗
く
秋
の
風

〈
一
茶
生
誕
地
〉
田
名
部
ヒ
サ

駅
弁
に
秋
を
並
べ
し
旬
の
味

道
祖
神
信
濃
の
里
に
暮
机
早
し

不
開
の
門
視
界
に
干
曲
は
秋
の
影

黄
落
の
道
な
き
ゆ
け
ば
一
茶
の
墓

尺
四
方
さ
し
入
る
秋
陽
よ
一
茶
宅

残
菊
や
十
戒
に
滲
む
一
茶
の
情

数
珠
を
売
る
老
婆
う
た
た
ね
秋
日

和棚
傾
き
青
瓢
簗
の
ひ
と
つ
揺
れ

〈
釜
伏
山
山
頂
〉
大
石
健
次
郎

赤
と
ん
ぼ
散
乱
と
し
て
嶺
の
澄
み

秋
蝶
の
消
え
ゆ
く
眼
下
大
樹
海

岩
隴
口
瞳
を
張
り
凝
ら
す
赤
皿

赤
蜻
蛉
蘊
ふ
せ
遺
き
る
石
ひ
か
り

大
銀
河
渡
し
て
ね
む
る
峡
の
村

海
果
に
千
切
れ
て
淡
き
秋
の
蚯

枯
野
よ
り
蒻
へ
の
鉄
路
先
細
り

訟
渡
り
林
奥
ま
で
風
満
た
し

鵜
心
机
林
あ
ま
ね
く
夕
茜

秋
潮
の
訟
ひ
た

ひ
た
と
蟹
の
飢

短

歌
田
名
部
ヒ
サ

信
濃
な
る
一
茶
の
墓
に
来
つ
る
時

林
静
か
に
残
る
虫
鵈
く

川
岸
キ
ヨ
子

ひ
た
す
ら
に
運
命
の
道
を
貫
か
ん

後
へ
戻
れ
ぬ
わ
れ
の
老
坂

駒
草
の
風
を
つ
け
つ
つ
揺
ら
ぎ
お

り
秋
の
終
り
と
一
人
眩
く

浜
中

よ
ん

金
杯
で
讃
え
載
く
神
酒
な
れ
ば
孫

子
と
共
に
幸
を
ば
祈
る

学
芸
会
神
楽
舞
う
子
の
逞
し
さ
悪

を
ば
避
け
て
伸
び
よ
気
高
く

〈
敬
老
の
日
〉
鳥
野

房
子

秋
晴
の
敬
老
の
日
に
頸
よ
せ
て
マ

イ
ク
片
手
に
集
い
て
唄
う

手
拍
子
を
朧
ら
し
て
歌
う
そ
の
仕

種
老
人
酒
を
交
わ
し
見
と
れ
つ

中
谷
（

ツ
エ

嫁
す
る
娘
に
付
下
贈
る
す
べ
も
な

く
手
書
き
の
五
訓
持
た
せ
送
り
ぬ

俵
負
え
馬
引
く
若
吉
日
の
あ
り
し

母
眼
疾
の
い
ま
溝
口
落
つ

大
石
健
次
郎

北
ふ
け
ば
海
と
山
贍
る
狭
間
村
は

ひ
と
世
の
栖
今
日
も
た
だ
吹
く

夜
も
す
が
ら
果
よ
り
涯
へ
風
渡
る

部
落
に
棲
み
つ
き
目
眺
め
て
い
た

り船
霊
に
鈴
声
あ
り
と
聴
き
育
ち
濡

膽
る
夜
を
う
と
う
と
眠
る

は
る
ば
る
と
残
光
の
海
渡
り
く
る

っ
ぐみ

ひ
る
が
え

鴉
の
群
の
飜
り
つ
つ

夜
半
賜
め
て
歌
詠
心
癖
の
若
さ
よ

り
い
ま
も
続
き
で
妻
を
歎
か
す



枇
龠
臘
肓
紀
よ
り

昭和６１

汪麿

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
研
修

昨
年
に
ひ
き
っ
づ
き
第
二
回
連

合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
が
十
月
十
二

日
佐
井
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
趣
旨
は
青
少
年
健
全
育
成
の

推
進
、
村
内
十
校
の
会
員
が
参
集

し
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
と
評
価

を
話
し
合
い
、
よ
り
良
い
活
動
と

会
員
の
資
質
の
高
揚
を
図
る
目
的

で
も
あ
っ
た
。

約
百
五
十
名
の
参
加
の
も
と
に
、

午
前
中
は
分
科
会
の
発
表
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

「
家

庭

教
育

に
お
け
る
親
の
役

割
」
。

磯

谷

小
中

Ｐ

Ｔ
Ａ

よ

り

、

家

庭

の

教
育

力
低

下

の
要

因

に
つ

い

て

の

分

析

と

、
子

ど
も

の
仕

合

せ

と

健

全

な

成
長

を

実
現

す

る
た

め

の

地

域

で

の
実

践

が
報
告

さ
れ

ま
し

た
。

そ
し

て
何

を

ど
の
よ

う

に

「
し

つ

け

」

た
ら

い

い
の

か
、

日
頃

の
親

の
悩

み

が
率

直

に
出

さ

れ

ま
し

た
。

第

二
分

科
会

「
生

涯

活

動

と
Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動
」

長

後

小

中
Ｐ

Ｔ

Ａ
の

提
案

に

よ

り
、

ま

ず
生

涯

教

育

を

ど
う

と
ら

え

る

か
、

そ

れ
は

親

自
身

が
勉

強

す

る
姿

を
見

せ
る

こ

と
に

よ

っ

て

子

ど
も

に
指

針

を

与

え
て

い
く

こ

と
で

あ

り

、
社

会

の

変
化

に

対

応

し

教

養

を
高

め
る

こ

と
に

よ

り

豊

か
さ

の

あ

る
生

活

を
目

指

し

こ

と

で

は

な

い

か

と
討

論
を

し

め

く

ら

れ

ま
し

た
。

第

三

分
科

会

「

地
域

に

根

ざ
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動

」

佐
井

小

Ｐ

Ｔ
Ａ

よ

り

、

社
会

状

況

の
変
化
、
家
族
関
係
の
変
化
を
ふ

ま
え
、
子
ど
も
の
心
の
状
態
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
つ

の
分
科
会
の
報
告
を
受
け
、
親
同

志
の
連
携
を
持
ち
、
学
校
や
地
域

と
の
パ
イ
プ
を
し
っ
か
り
と
縛
ぎ

な
が
ら
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た

め
、
今
後
も
更
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
あ
っ

た
。
午
後
か
ら
の
講
演
は
八
戸
市

立
白
銀
中
学
校
長
・
近
藤
正
春
先

生
の
「
子
ど
も
の
心
と
親
の
態
度
’

と
題
し
、
生
徒
指
導
け
じ
め
各
種

教
育
実
践
か
ら
具
体
例
を
出
さ
れ
、

示
唆
に
富
ん
だ
貴
重
な
ご
講
演
は
、

参
加
者
全
員
に
深
い
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。

各

地

区

公

民

館

か

ら

牛

滝
地

区

公

民
館

一
１１一
月

１２

日
用

開

級

式

一
１１一
月

ス
ポ

ー

ツ
教

室

、
交

通

安

仝

教
室

１２

月

映
写

会

、

生

花

教
室

１

月

手

芸
教

室

、

着
付

教

室

２

月

納
税

教

室

、

年
金

教

室

郷

土
芸

能

伝
承

、

レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン

３

月

健
康

教

室

、

七
宝

焼

教

室

料

理

教

室

、
閉

級
式

福

浦

地
区

公

民

館

１１
１
月

１４

日

廁

開

級
式

Ｈ
月

ス

ポ
ー

ツ

教
室

、
書

画

教

室

１２
月

舞

踊

教

室
、

八

花

教
室

１
月

映

画

教

室
、

成

人

講
座

教
養
講
座

２
月

音
楽
教
室
、
舞
踊
教
室

教
養
講
座
、
健
康
教
室

３
月

料
理
教
室
、
閉
級
式

第
一
分
科
会

▲牛滝地区館開級式 ▲福浦地区館開級式 ▲矢越地区館「家庭教育講座」

テ レ ビ 家 庭 教 育 番 組

親 の 目 子 の 目

親 と子 の 身 近 な 問 題 を 考 え る

■ 青 森 放 送 ・ 北 海 道 放 送 ／毎 週 水 曜日

午 前１１：００～

●１２月 ３ 日

小 さ な 浦 島 太 郎 た ち 一 自 然 と 子ど も

都 市化 が 進 み 、 子 ど も た ち の 生 活の 中 から ま

す ま す自 然 が 失 わ れ つ つ あ る 現 在 、 あ ら た め

て 自 然 と 子 ど も と の か かお り を 追 っ て みる 。

●１２月１０日

サ バイ バ ル に 挑 戦 一 独 立 心

自 然 の 中 で の 子 ど も の 姿 を 追 い な が ら 、 生 き

て いく の はど う いう こ と な の かを 考え て みる 。

●１２月１７日

み ん な で つ く ろ う 郢卜－一一自 主 性

子 ども た ち に す べ て を ま か せ る こ と に よ り 、

工 夫 や 発 見 、 友 だち と の 協 力 、 チ ー ム ワ ーク

の 大 切 さ を 学 ば せ、 表 現 力 や 創 造力 を 養 っ て

い く 。

●１２月２４日

お 母 さ ん 、 笑 っ て 許 し て ／一 親田 の 対 話

田 と 子 の 会 話 の 実 態 を 探り な が ら 、 親と 子ど

も の 会 話 の あ り 方 に つ い て 考 え る 。 話 子

Ｉ 企画・制作／（財）民間放送教育協会 ・ 協力 ／文朗省



乳
幼

児
期

心
家

庭

教
育
②

子
ど
も
は
、
あ
や
し
た
り
ほ
ば

え
み
か
け
た
り
す
る
母
親
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
、
自
然
に
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
発
達
は
、
お
お
む
ね
図

の
よ
う
に
示
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、

発
達
に
は
当
然
個
人
差
が
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
入
れ
て
、
神
経
質
に

な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
発
達
段
階

基本的生活習慣の発達

食 事 俳 池 睡 眠 着 脱 清 潔

１

歳児

Ｓ

Ｏスプ ーンを
使う

○動作で尿意
を告げる

Ｏ昼寝は１日
１ 回する

ＯＯ人で脱ご
うとする
－

○顔や鼻汁をふいて
もら

う

２

歳児

Ｓ

○茶わんを使って
食べる

〇大便と小便の区
別をす

る
（まだあ てに

ならない）

ｏ昼寝は１日
１ 回

Ｏ見える所の
ボタンをか
ける

ｏ鼻汁は自分
でふく

３

歳児

Ｓ

〇食前・食後の
あいさつ

をする
（だいたいこ

ぼさない）

ＯＯ分で小便
に行き大人
の手をほと
んどわずら
わせない
自

〇一晩中ぐつ
すり寝る

Ｏ前あきの上
着を着る

○顔・手足を
洗う

４

歳児

Ｓ

Ｏ食事の用意
や後始末を
する

〇自分で紙を
使い大便の
後始末かで
ざる

ｏ寝る時にあ

いさつをす
る

Ｏだいたい一
人で身支度
ができる

Ｏ歯みがきを
する

§１ Ｏ正しい食
事の仕方を
身に付ける

ｏ用意を上手

にできて汚
さない

便

ｏ寝まきに着
替える

○両そでをと
おし上着を
一人で着る

〇風呂に入つ
た後体を夕
オルでふく

（両親読本「子育て」 昭和５６年 兵庫県立幼児教育センター）

１町２ヶ村バレーボール大会

１０月１９日 於／大間町
■女子の吝５

風間浦村 ２－Ｏ 大 間 町
佐 井 村 ２－Ｏ 大 間 町
佐 井 村 ２－Ｏ 風間浦村
（結果・優勝）

■ママさんの部
大 間 町 ２－Ｏ 風間浦村
佐 井 村 ２－Ｏ 風間浦村
大 間 町 ２－Ｏ 佐 井 村
（結果・準優勝）

■男子の部
大 間 町 ２－Ｏ 風間浦村
大 間 町 ２－Ｏ 佐 井 村
風間浦村 ２－エ 佐 井 村
（結果・第３位）

郡 ファミリーバレーボ ール

１０月２６日 於・大畑町
川内ママ ２－Ｏ 佐 井 村

脇野沢ママ ２－Ｏ 佐 井 村
（結果・第３位）

子 ど も に も 伝 承

一 佐井村郷土芸能発表会－

１０月３日の文化の日、佐井小学校講堂を

会場に、第７回、佐井村郷土芸能発表会が

開催されました。 １１

今年は、子どもたちによる郷土芸能が多

く発表され、訪れた人たちから盛んな拍手

が送られていました。

大
佐
井
青
年
会
（
子
ど
も
）

「
祭
り
ば
や
し
」

長
後
子
ど
も
神
楽

牛
滝
子
ど
も
会

「
春

駒
」

投
稿

郷

土

芸

能

を

守

ろ

う

去
る
十
一
月
三
日
、
第
七
回
郷

土
芸
能
発
表
大
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
川
畑
公
民
館
長
の
「
百
数
十

年
、
中
に
は
三
百
年
来
う
け
継
が

れ
て
き
た
芸
能
が
、
こ
の
機
会
を

通
し
て
次
の
代
に
伝
承
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
の
あ
い
さ
っ

が
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
余
韻
を

残
し
て
終
了
し
た
。

中
で
も
、
牛
滝
の
「
春
駒
」

は
、
男
子
中
学
校
三
人
に
よ
っ
て

踊
ら
れ
、
ま
た
大
佐
井
の
「
祭
り

ば
や
し
」
に
は
小
学
四
年
生
以
上

及
び
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ

て
規
律
正
し
く
演
じ
ら
れ
、
感
動

を
呼
ん
だ
。
さ
ら
に
長
後
小
中
学

校
児
童
生
徒
に
よ
る
「
長
後
神
楽
」

は
大
人
顔
負
け
の
素
睛
ら
し
い
出

来
栄
え
だ
っ
た
だ
け
に
、
感
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
十
一
月
十
日
付
の

束
奥
日
報
に
「
後
継
者
不
足
で
消

滅
か
＝
慣
習
破
り
女
子
参
加
か
」

と
過
疎
地
域
の
悩
み
が
報
じ
ら
れ

て
い
た
。

長
後
小
中
学
校
の
三
国
校
長
や

父
兄
の
方
は
、
神
楽
に
よ
る
人
間

形
成
の
有
意
義
さ
を
強
調
し
な
が

ら
も
、
男
子
生
徒
不
足
の
た
め
、

来
年
か
ら
継
続
で
き
な
く
な
る
し

さ
り
と
て
神
楽
は
元
来
男
の
も
の

と
の
習
慣
を
破
っ
て
よ
い
の
か
、

と
悩
ん
で
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

神
話
に
よ
る
と
天
照
大
神
が
天

の
岩
戸
に
お
隠
に
な
っ
た
と
き
天

鋼
女
命
（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ

コ
ト
）
が
空
槽
（
う
け
）
を
伏
せ

神
が
か
り
し
、
女
体
変
装
し
て
踊

っ
た
の
が
神
楽
の
始
ま
り
と
記
し

て
あ
る
。

風
習
を
守
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
要
は
貴
重
な
遺
産
を

伝
承
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
際
男

女
の
別
な
く
取
り
く
ん
で
ほ
し
い

し
、
地
域
が
過
疎
化
に
な
っ
て
も

心
に
希
望
と
誇
り
を
持
ち
続
け
て

ば
し
い
も
の
で
あ
る
。

三
八
生



保 健 婦 だ よ り

ー脳卒中・心臓病予防－

季節の変わり目、内と外との

温度差等により、脳卒中や心臓

病発作の起きやすい時期となり

ました。

「 高 血 圧 と 動 脈 硬 化 を

予 防 し よ う 」

脳
卒
中
と
ふ
臓
病
を
引
き
起
こ

す
お
も
な
原
因
は
、
高
血
圧
と
動

脈
硬
化
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
二
つ
を
完
全
に
予
防
で
き
れ
ば

脳
卒
中
や
心
臓
病
の
多
く
は
起
こ

ら
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
高
血
圧

も
動
脈
硬
化
も
老
化
が
大
き
く
関

係
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
無
縁
で

す

ご
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で

す
。た

と
え
ば
、
血
圧
は
図
に
も
示

す
よ
う
に
、
年
を
と
れ
ば
と
る
ほ

ど
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
年
と
と
も
に
血
管
が
か
た
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
分
、
血

圧
を
莇
く
し
な
い
と
、
全
身
に
血

液
が
回
ら
な
く
な
る
た
め
で
す
。

動
脈
硬
化
も
同
じ
で
す
。
や
は

り
年
令
と
と
も
に
動
脈
が
老
化
現

象
を
起
こ
し
、
血
液
が
流
れ
に
く

く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
動
脈
硬

化
は
、
脳
や
心
臓
・
賢
臓
な
ど
の

大
事
な
臓
器
の
老
化
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
た
め
に
、
「
人
は
血
管

と
と
も
に
老
い
る
」
と
も
い
か
れ

ま
す
が
、
老
化
は
生
活
の
心
が
け

に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
遅
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ

と
を
よ
く
ま
も
り
、
家
族
そ
ろ
っ

て
、
す
こ
や
か
な
家
庭
を
築
い
て

く
だ
さ
い
。

●動脈硬化の進み方（図１）

年齢とともに動脈硬化が進むと、血液か流れに

くくなる

● 年 を と る ほ ど 高 血 圧 者 は多 く な る

年齢階級別にみた正常血圧者、境界高血圧者、

高血圧者の割合（男性の楊合）

（厚生省公衆衛生局老人保健課調べ）

１２月の保健事業

２日㈹ 長後成人病教室

５日廁 栄養教室

９日（火） 子宮ガン検診

１０日用 ３才児精検

１８日床） 乳児相談 １才６ヶ

月、２才児相談

一血圧を下げ、動脈硬化を防ぐ生活法・



丈夫で長生き健康法
（第５回）

アマチヤズル

健康法

－

ス
ト

レ

ス

病
に

よ

く
効

く
新

し
い

薬
草

－

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国

の
山
野
に
自
生
し
て
い
る
ア
マ
チ

ャ
ヅ
ル
と
い
う
一
雑
草
が
、
数
年

前
か
ら
民
間
薬
と
し
て
、
一
躍
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

①
朝
鮮
ニ
ン
ジ
ン
と
同
し
構
造

の
サ
ポ
ニ
ン
を
も
つ

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
に
は
、
薬
用
朝

鮮
ニ
ン
ジ
ン
と
全
く
同
じ
構
造
の

ジ
ン
セ
ノ
サ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
サ

ポ
ニ
ン
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ニ
ン
と
は
、
植
物
界
に
広

く
分
布
す
る
配
糖
体
（
糖
と
糖
で

な
い
も
の
が
結
合
し
た
も
の
）
の

一
群
で
、
水
に
溶
け
た
と
き
泡
立

つ
物
質
で
す
が
、
朝
鮮
ニ
ン
ジ
ン

や
キ
キ
ョ
ウ
、
柴
胡
、
茶
、
大
豆

な
ど
に
も
多
く
ふ
く
ま
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
構
造
に
よ
っ
て
、
そ
の
作

用
も
異
な
り
ま
す
。

②
イ
ラ
イ
ラ
を
静
め
る
ア
マ
チ

ャ
ヅ
ル
の
サ
ポ
ニ
ン

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
サ
ポ
ニ
ン
は
、

中
枢
神
経
を
鎮
静
さ
せ
る
作
用
が

あ
り
、
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
、

乱
れ
た
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を

回
復
さ
せ
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
胃
潰

僖
な
ど
に
有
効
か

ア
マ
チ

ャ
ズ
ル
の
サ

ポ
ニ
ン
は

発
見
さ
れ
て
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、

臨
床
的
な
基
礎
研
究
や
実
験
は
、

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
ま
で
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
を
用
い

て
効
果
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
数

多
い
体
験
か
ら
み
る
と
、
高
血
圧
、

低
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
胃
潰
瘍
、

過
敏
性
大
腸
炎
、
便
秘
、
ぜ
ん
そ

く
、
肝
臓
病
、
円
形
脱
毛
症
な
ど

ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
る
病
気
が

多
く
、
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
抗
ス
ト

レ
ス
性
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

④
手
軽
に
栽
培
で
き
る
ア
マ
チ

ャ
ヅ
ル

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
は
、
ウ
リ
科
ツ

ル
性
の
多
年
草
で
葉
に
か
す
か
な

甘
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名

が
由
来
し
て
い
ま
す
。
春
に
地
下

茎
か
ら
芽
を
出
し
、
夏
か
ら
秋
に

よ
く
茂
り
ま
す
が
、
挿
し
木
を
す

る
だ
け
で
よ
く
育
つ
丈
夫
な
草
で

す
。
似
た
よ
う
な
ツ
ル
性
の
ヤ
ブ

ブ
フ
シ
か
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
の

点
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
茶
に
し
て
飲

む
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
は
、
一
般
に
お

茶
の
よ
う
に
し
て
飲
用
七
ま
す
。

有
毒
性
や
副
作
用
の
心
配
は
な
い

の
で
、
毎
日
手
軽
に
飲
む
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

自
分
で
栽
培
し
た
り
、
茶
づ
く

り
が
面
倒
だ
と
い
う
人
に
は
、
ア

マ
チ
ャ
ヅ
ル
茶
が
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
。

アマチヤ凹 レ ヤブガラシ

やぶな どの日かげ

にはえる。

いたるところには

える。

根

茎

茎は細長 く、節の

ところに 白毛 がす
こしはえる。

若芽はこい赤褐 色

緑紫 色の茎には、

稜がある。

巻きひげは、葉の

側につく。

巻きひげは、葉 の
万乙文利則につ く。

葉

才モ葉はない。 ご くノ」ヽさな托葉 が

ある。

葉の両面 に短い白
毛 がはえている。

薄 く、 かむと甘味

がある。

短毛 はあるが、 ほ

とんど無毛。厚く

てやわらかい。

花

黄緑色をして、 き

わめて小さい。糸忿
状円すい花序。

多数の淡緑色の小
花が集まって、平

らな配列。花盤は、

淡紅色。

花冠は合 弁で５裂。

約２ミリの大 きさ。

子房下位。

花弁は４個。直径

約 ５ミリ。子房上
位。

アマチャヅル ヤブガラシ

アマチャヅル茶の作り方



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

高
齢
者
交
通
安
全
指
導
者

講
座
に
出
席
し
て

松

谷

三

枝

十
月
二
十
一
日
、
青
森
市
の
市

民
文
化
会
館
で
、
約
四
百
名
の
参

加
者
が
集
い
、
高
齢
者
交
通
安
全

指
導
者
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

五
名
、
母
の
会
二
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

県
交
通
安
全
対
策
室
長
の
三
橋

さ
ん
か
ら
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
。

「
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
十
月

現
在
百
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

内
六
十
歳
以
上
の
方
が
三
十
人
と

三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
ご
と
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通

青
森

県

警
察

本
部

長

交

通
安

全
册

の
会

連
合

会

長
表

彰

を
受

け
て

副
会
長

宮

川

久

十
一
月
五
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
、
青
森
県
交
通
安
全
県
民
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
大
会
で
、
青
森
県
警
察
本

部
長
、
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
長
連
名
表
彰
を
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
立
派
な
表
彰
状
を

い
た
だ
き
感
激
ひ
と
し
お
で
す
。

。こ
れ
も
、
毋
の
会
々
員
の
み
な

さ
ん
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
お
社
申
し
あ

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
事
故
の
な
い
明

る
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
一
生
懸

命
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
画
課
の
山
田
さ
ん
か
ら
は
「
老

人
が
事
故
に
遭
い
や
す
い
時
間
は

夕
方
の
四
時
か
ら
六
時
（
薄
暮
）

の
時
間
帯
で
、
交
通
量
の
激
し
い

と
こ
ろ
、
自
宅
周
辺
百
メ
ー
ト
ル

以
内
が
最
も
多
く
、
男
女
共
に
似

た
時
間
で
す
ご
と
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

統
計
上
か
ら
の
説
明
も
あ
り
ま

し
た
。
横
断
歩
道
の
あ
る
所
の
歩

道
に
立
ち
止
っ
て
い
る
場
合
、
百

台
の
車
の
う
ち
、
一
人
で
立
っ
て

い
る
時
は
十
七
台
止
ま
り
、
二
人

の
時
は
三
十
一
台
、
五
人
で
は
五

十
二
台
の
単
が
止
ま
る
そ
う
で
す
。

人
数
が
多
い
方
が
止
ま
っ
て
く
れ

る
車
の
数
も
多
い
の
で
す
。

横
断
す
る
場
合
、
①
止
ま
る
、

よ
く
見
る
、
確
め
る
、
を
守
る
事

②
見
通
し
の
良
い
所
で
横
断
す
る

事
。
③
交
差
点
で
横
断
す
る
時
は

左
折
車
に
注
意
す
る
こ
と
。
④
最

初
右
見
て
、
中
央
に
行
っ
た
ら
左

見
て
渡
る
事
。
⑤
信
号
に
し
た
が

っ
て
横
断
す
る
が
、
青
が
点
滅
し

て
い
る
時
や
黄
色
の
時
は
渡
ら
な

い
こ
と
。
な
ど
の
注
意
が
あ
り
ま

し
た
。

講
師
の
星
忠
通
さ
ん
の
話
し
で

は
、
全
国
の
交
通
事
故
死
者
の
数

は
、
昭
和
二
十
年
か
ら
昭
和
六
十

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

三
九
万
三
〇
三
二
人
で
、
そ
の
う

ち
青
森
県
で
は
五
、〇
一
言

大
で
、

蟹
田
町
と
同
人
口
だ
そ
う
で
す
。

車
の
数
も
、
昭
和
三
十
三
年
は
五

百
人
に
一
台
の
割
合
だ
っ
た
の
が

現
在
は
子

六
人
に
一
台
と
急
増
、

事
故
死
者
の
数
も
、
昭
和
三
十
四

年
か
ら
年
間
一
万
人
以
上
に
な
り

昭
和
三
十
六
年
に
交
通
戦
争
と
い

う
言
葉
が
読
売
新
聞
に
始
め
て
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
は
、
こ
れ
か
ら
の
交
通

社
会
で
、
よ
り
安
全
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
①
良
く
見
る
事
。

②
良
く
見
せ
る
事
（
相
手
に
自
分

を
見
せ
る
）
が
大
切
で
あ
る
し
、

運
転
者
は
、
三
減
速
運
転
①
カ
ー

ブ
②
停
止
す
る
時
③
た
い
と
感
じ

た
時
、
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

車
は
、
時
速
百
キ
ロ
で
一
秒
間

に
三
十
メ
ー
ト
ル
走
り
ま
す
。
で

も
地
球
は
三
万
メ
ー
ト
ル
で
す
。

五
十
キ
ロ
の
距
離
を
走
る
の
に
、

違
反
を
し
て
走
る
車
と
、
法
定
速

度
で
走
る
車
と
で
は
十
分
間
だ
け

の
差
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
タ
バ

コ
を
一
本
喫
う
だ
け
の
違
い
し
か

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
ど
ん
な
に
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
も
、
地
球
が
回
る
速
さ

に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
ゆ
と
り
の
あ

る
運
転
で
、
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ご ぞ んじ で す か

緊急自動車の優先
（道交法第４０条）

交差点または、その付近において、緊

急自動車が接近してきたときは、交差点

を避け、かつ道路の左側に寄って、一時

停正しなければなりません。

交差点以外は、道路左側に寄って進路

を譲らなければなりません。

●反販金／大型 ５，０００円

普通・二輪 ４，０００円

原付 ３，０００円

●点 数／１点

一 佐井駐在所－



今
月
の
標
語

川

岸

三

喜

子

飛
び
出
し
は

い
そ
い
で
い
て
も

や
め
よ
う
ね

先
月
の
広
報
で
、
交
通
安
全
の

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品
を

応
募
し
た
十
名
に
記
念
品
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
黄
色
の
紙
に
印

刷
さ
れ
、
小
学
校
、
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
四
年

川
岸
三
喜
子

五
年

宮
川

尚
美

六
年

奥
本

裕
一

六
年

｛
呂
川
ま
り
子

六
年

石
戸

音
辰

中
学
校
一
年

中
田

周
子

二
年

根
岸

浩
則

二
年

若
山

孝
司

二
年

菊
池

祭
子

三
年

新
岡

利
恵

危
な
い
ぞ

車
の
か
げ
や

曲
が
り
か
ど

石
戸

貴
広

わ
が
命自

分
で
守
る

交
通
ル
ー
ル

宮
川
ま
り
子

無
灯
火
で

乗
る
な
乗
せ
る
な

み
の
が
す
な

奥
本

裕
一

飛
び
出
し
は

車
も
私
も

ど
っ
き
ん
こ

宮
川

尚
美

夜
道
で
は

油
断
と
無
灯
火

命
と
り

中
田

周
子

ル
ー
ル
を
守
る
心
に

事
故
は
な
し

根
岸

浩
則

無
灯
火
は

あ
な
た
を
事
故
へ
と

誘
い
ま
す

若
山

孝
司

小
さ
な
ラ
イ
ト

龠
救
え
る

大
き
な
ラ
イ
ト

菊
池

祭
子

安
全
は一

人
一
人
の

心
か
ら新

岡

利
恵

バイク編・

死
角
に
入
る
な

大
型
車
の
左
折
時
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

左折しようとする大型車のまわりには、危

険がいっぱい潜んでいます。バイクなど小さ

い乗り物や歩行者にとっては、どんな危険が

あるのかーみんなで考えましよう。

〈危険その１〉死角がある（下図）

大型車のすぐ前や、後ろ、窓ぎわ、運転席

の反対俑部分などには、運転席から見らない

ところがあります。つまり死角です。バイクな

どが死角に入ってしまうと、大型車のドライ

バーは、バイクに気づかずにいるということ

を忘れないでください。 え

〈危険その２〉

内輪差が大きい

（右図）

大型車の内輪盖

（：曲がるとき後輪

が前輪より内側を

通ること）は大きく、左折するときは後輪が

どんどん内側に寄ってきます。

大型車と並んで走っていて、大型車が左折

凵まじめたのを知ってあわてて止まっでも、

後輪に巻き込まれてしまいます。
このような左折巻き込み事故に遭わないた

めに、次の点に注意しましよう。

① 大型車の特性（死角や内輪差）を知る

② 交差点付近では、大型車に近づかないよ

う間隔をあける

③ 大型車の死角になるすぐ前や後ろ、窓ぎ

わや運転席の反対側を走らない

④ 先行車が左折する合図を出しているとき
は、無理に前に出ない



税
務
だ
よ
り

税に関して

正しい理解を
我
が
国
は
、
納
税
者
が
自
ら
税

法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
し
て
納

税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
納
税
者
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
税
の
役
割
を
正
し

く
理
解
し
、
納
税
は
市
民
社
会
を

支
え
る
た
め
に
み
ん
な
が
守
る
べ

き

ル

ー

ル
で

あ

る

と

の
意

識

の
下

に

、

申

告
納

税

制
度

を

自
分

た

ち

の

も

の

と
し

て

育
て

て

行

く

必
要

が
あ
り

ま

す
。

税

務

署

で

は

、
申

告

納

税
制

度

の

基
本

で
あ
る
「
正
し

い
申

告

と
納

税
」
の
た

め

に

、
広
報

、
相

談

、
指
禪

調
査

を

通
じ

、

正

し

い
税

知
識

の

普

及

や

税

負
担

の
公
平

確

保
に

努

め

る
と

と

も
に

、

地

方
公

共

団

烋

税

理
士

会

、
関

係

民

間
団

体

等

と

の
連

携

を
推

進

し

、

申

告
納

税

制

度

の

定

着
に

努

め

て

い
ま

す

。

土地や建物を
売ったときの税金

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の

譲
渡
所
得
に
対
し
て
は
税
金
が
か

か
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
を

合
計
し
て
税
金
を
計
算
し
ま
す
が
、

こ
の
譲
渡
所
得
の
税
金
は
、
他
の

所
得
と
分
離
し
て
計
算
し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建

物
又
は
、
そ
の
建
物
と
と
も
に
そ

の
敷
地
を
売
っ
た
と
き
な
ど
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に

は
課
税
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

支払調査の提出は
１月３１日まで

給
料
や
報
酬
、
利
子
、
配
当
な

ど
の
支
払
者
は
、
そ
の
支
払
先
ご

と
に
支
払
金
額
や
源
泉
徴
収
税
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
報
酬
、料
金
、

契
約
金
及
び
賞
金
の
支
払
証
書
」

な
ど
の
支
払
調
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
は
、
利
子
や
配
当
な

ど
の
一
部
を
除
き
、
翌
年
の
一
月

三
十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
調
書
は
期
限
内
に
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
く
は
税
務
相
談
室

や
税
務
署
へ
ど
う
ぞ
／

年
金
だ
よ
り

国民年金の保険料を

忘れないで納めましよう
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
納
付
期
間
内
に
納
め
て

い
ま
せ
ん
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど

国

民
年

金

の

保

険

料

は

所

得
か

ら
控

除

さ

れ
ま

す

国
民
年
金
の
保
険
れ
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整
や
自
営
業

者
な
ど
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、

「
社
会
保
険
料
」
と
し
て
所
得
総

に
あ
い
ま
し
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
公
的
制
度
で
す
が

病
気
に
な
っ
た
り
、
事
故
に
あ
っ

て
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
も
、
年

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
納
期
間
が
長
く
な
り

ま
す
と
、
長
寿
生
活
の
支
え
と
な

る
べ
き
老
齢
基
礎
年
金
が
き
わ
め

て
低
額
年
金
と
な
っ
た
り
、
最
悪

の
場
合
に
は
全
く
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
早
め

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

額
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
今

年
の
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
全
額
で
、

本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

分
や
過
年
度
納
付
分
な
ど
も
該
当

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の
保
険
料
額
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一

定
額
保
険
料
額
八
四
一
二
〇
円

一
月
上

月

（
月
額
）
六
七
四
〇
円

Ｅ
月
～
二
月
（
月
額
）
七
一
〇
〇
円

●
付
加
保
険
料
額

四
八
〇
〇
円



緑

の

オ

ー

ナ

ー

募

集

中

－

六
十

一
年
度
後
期
分
－

我
が
郷
土
佐
井
村
に
、
あ
な
た

の
森
林
を
お
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん

か
。今

募
集
し
て
い
る
森
林
は
、
植

林
後
二
十
二
年
の
ス
ギ
人
工
林
で

す
。こ

の
森
林
に
、
一
口
五
十
万
円

負
担
し
て
い
た
だ
き
、
森
林
の
立

木
の
共
有
者
と
な
り
、
持
分
を
取

得
し
ま
す
。
一
人
何
口
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

こ
の
森
林
は
、
二
十
九
年
後
に

販
売
し
て
、
そ
の
収
益
の
分
配
を

受
け
ま
す
。

募
集
期
間
は
十
二
月
十
五
日
ま

で
で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
佐
井
営
林
署
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ａ

三
八
上

三

一
一
（
代
表
）

スパイクタイヤの

使用自粛について

今
年
も
雪
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
季
節
は
ま
た
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
発
生
す
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
、
路
面
状
況
を

見
て
適
切
に
タ
イ
ヤ
を
は
き
替
え
、

で
き
る
だ
け
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
期
間
を
短
縮
す
る
よ
う
に
努

め
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
自
身
の
問

題
と
し
て
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

製 造事業所のみなさ んへ

ｍ １年工 業 統 計 調 査

１２月３１日現在で行います
ｏ

●年未から十月にかけて調査
員が伺います。

ご協力をお願いします。

が
り
ｙ

Ｔ

翌
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
手
に

入
る
と
、
連
休
は
ど
ん
な
具
合

か
な
と
、
め
く
っ
て
見
る
の
が

楽
し
み
な
の
で
す
。
以
前
は
。

。日
食
”
と
称
し
て
、
祝
日
と

日
曜
日
が
重
な
る
と
、
が
っ
か

り
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
は
振
り
替

え
休
日
の
お
か
げ
で
こ
ん
な
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
が
何
部
く
ら
い

出
回
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

お
よ
そ
三
億
部
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
当
た
り
三
部
近

い
の
で
す
か
ら
大
変
な
数
で
す
。

種
類
は
、
日
め
く
り
、
月
表

（
月
ま
た
は
二
か
月
ご
と
に
一

枚
に
な
っ
た
も
の
）
、
年
表
と

あ
り
ま
す
。
日
め
く
り
は
最
近

は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、

根
強
い
フ
ァ
ン
も
い
て
、
二
千

五
百
万
部
く
ら
い
は
出
て
い
る

そ
う
で
す
。

月
表
の
写
真
は
風
景
が
圧
倒

的
に
多
く
、
タ
レ
ン
ト
な
ど
は
、

一
般
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ

ん
。
春
に
は
も
う
翌
年
の
見
本

が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
。

。人
気
商
売
”
の
人
で
は
、
カ

レ
ン
ダ
ー
が
出
回
る
七
～
八
か

月
後
に
は
人
気
が
下
降
ぎ
み
、

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

す
。最

近
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
友

引
、
仏
滅
な
ど
の
六
曜
已

入
っ

て
い
な
い
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
大
安
だ
け
が
入
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ

ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
だ
と

こ
ろ
、
大
安
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
言
う
若
い
女
性
が
多
か
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
十
二
月
に
は
恒
例
の

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
の
目
標
は
十

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
一
般
募

金
と
合
わ
せ
て
二
百
一
億
五
千

二
百
万
円
で
す
。
み
ん
な
で
温

か
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

助
け
合
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。



第
三
十

八
回
人

権

週

間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
第
三
十
八
回
人
権
週
間
」
で
す
。

我
が
国
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
青

森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
強
調

事
項
を
掲
げ
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
尊
重
思
想
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

●
い
じ
め
、
体
罪
の
根
を
絶
と
う
。

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

●
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う
。

「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て

考
え
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
お

困
り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法
務

局
む
つ
支
局
（
む
つ
市
中
央
二
丁

目
三
番
六
号
、
電
話
二
四
－

一
〇

〇
四
）
、
ま
た
は
、
お
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
御
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

樋
口

秀
次

三
八
上

三

六
九

太
田

正
三

三
八
－

四
二

元

加
賀
亀
水
重

三
八
丿
二
六
〇
六

年

末
・
年

始
資
金
特

別

保
証
制
度
に
つ

い
て

青
森
県
信
用
佯
証
協
会
で
は
、

年
末
・
年
始
に
お
け
る
県
内
中
小

企
業
者
の
資
金
需
用
に
対
応
す
る

た
め
、
年
末
・
年
始
特
別
保
証
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

制

度

名
／
青
森
県
中
小
企
業

年
末
・
年
始
資
金

特
別
悍
証
制
度

略

称
／
年

特

保
証
金
額
／
一
企
業
に
つ
き
五

千
万
円
以
内

保
証
期
間
／
六
ヵ
月
以
内

利

息
／
金
融
機
関
の
所
定

利
率

保

証

籵
／
年
率
〇
・
九
八
％

取
扱
期
間
／
昭
和
６１
年
１０
月
１

日
～
昭
和
６２
年
１

月
３１
日

し

ろ

う

と

工

事

は

事

故

の

も

と

一
般
家
庭
や
商
店
の
屋
内
配
線
は
、
法
律
に
よ
っ
て
国
家
試
験
に

合
格
し
た
電
気
工
事
土
の
資
格
が
な
い
と
、
工
事
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
単
な
も
の
だ
か
ら
と
か
、
安
あ
が
り
だ
か
ら
な
ど
と
い
っ
て
、

し
ろ
う
と
の
人
が
工
事
を
す
る
と
、
思
わ
ぬ
電
気
火
災
や
感
電
事
故

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
気
工
事
店
口
よ
っ
て
正
し
い

配
線
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

満１歳になります

竹内 瞳ちゃん

（修・玲子）
古佐井

一戸 籍 の 窓 ロー
１１月何日現在

○ お 誕 生 お め で と う

田中亜希子（昭則） 福 浦
田中絵里佳（和雄） 福 浦

川畑 祐樹（信広） 矢 越
高野 康子（正幸） 古佐井
松谷 和美（平三） 大佐井
金谷 祐未（一彦） 大佐井

山中 丈史（ 智 ） 福 浦

○ ご 結 婚 お め で と う

（佐 藤 修 二 青森市

柳 圧１ 夏 枝 福 浦
（樋 口 達 也 古佐井

山 崎 ひとみ 大佐井
（渋 谷 聖 紀 古佐井

六 角 由美子 函館市
（大 沢 昭 二 横浜町

菊 池 聖 子 大佐井
（前 田 寿 昭 大佐井

今 寿美子 青森市
（宮 沢 正 一 川 目

小 堀 美保子 弘前市

○ おくやみ申し上げます

山本 孝哉（美保子）古佐井
長後 操（ 司 ） 古佐井

横浜 初江（金作） 磯 谷
樋口 留吉（よん） 大佐井
岡本 正雄（文雄） 大佐井

１０月３１日現在人口（前月比）
男 ２，０２４ （－ ３）
女 ２，００８ （＋ ８）
計 ４，０３２ （＋ ５）

世帯数 七１罰 Ｃ十 豹
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